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研究成果の概要（和文）： 評価能力・計画能力育成のためのプロジェクトマネジメントツールを開発できた。具体的
には、傾聴力に基づく評価能力について、学生が聴講した内容を分解して階層的に再構築することを支援するツールＡ
を開発し講義に適用することにより、受講生間の傾聴力の定量的評価が可能となった。読解力に基づく評価能力につい
ては、製品機能を分解して明示化することを支援するツールＢの開発を行なった。主に初年次生から成る少人数クラス
に導入、製品開発をテーマとしたプロジェクト型学習において、一部のプロジェクトチームにおいて既存製品の分析結
果から新製品の概念が案出されることを確認できた。

研究成果の概要（英文）： We developed project management tools to build evaluation ability and planning 
ability of university students. First, about the evaluation ability based on listening ability, we 
developed the supportive tool A and applied it to lectures. Students decomposed the contents they audited 
and reconstructed them hierarchically, and quantitative evaluation of the students' listening abilities 
became possible. As for evaluation capability based on the reading comprehension, the supportive tool B 
to decompose and define product functions was developed. We introduced the tool B into the small-group 
class mainly consisting of university freshmen, and project-based learning on the theme of product 
development was carried out. It was confirmed that the concepts of new products were thought out by 
analyzing the student activities.

研究分野：科学教育
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１．研究開始当初の背景 
本研究では、人材育成の暗黙知をプロジェ
クトマネジメントツールとして形式知に転
換すること狙った。プロジェクトマネジメン
トツールによって、多数の学生を対象とした
教育、およびその効果測定が可能となるため、
学生の評価・計画能力の底上げが可能となる。
このことは、「スキル主体のものづくり」で
はなく、「仕組みづくりを含む戦略的なもの
づくり」の担い手が増えることを意味する。
計画立案には、結果に対する評価が不可欠で
あるため、まず傾聴した質問の質を、評価基
準を用いて学生に評価させ、担当教員による
評価と比較することによって学生の評価能
力を評価した。 
教育心理学の分野では、高等教育において
ポートフォリオ評価法の「書く力」や「省察」
等高次の思考能力を育成する効果に着目し
た研究が存在する。また、工学教育分野にお
いては日本語運用能力の向上という明確な
目的の下、レポート添削のほかに基本的な文
章作成マニュアルおよび演習ノートを開発
し、文章作成に特化した授業を開講している
事例がある。また、企業等では業務の効率化
にプロジェクトマネジメントが適用される
ケースが見られるが、人材育成の暗黙知に属
する部分については未だ OJT(on-the-job 
training)が採用されている。いずれにしても、
評価・計画能力の開発に関するシステマティ
ックな方法論は確立されていない。 
研究代表者は、大学生の計画・評価能力の
欠如を本質的問題ととらえ対策を講じてき
た。JABEE のカリキュラムポリシー8 項目
中 7項目が計画能力に関わること、中教審答
申(H20/12)において「学士力」の中で論理的
思考力と問題解決力が挙げられたことは本
研究の方向性を支持している。一方、研究代
表者らは、文書作成能力と計画能力との間の
関連性を示唆するデータも得ている。 
研究代表者は、PLAN-D0-CHECKをそれ
ぞれ別のグループが分担する新しいグルー
プワーク、学生がアイデアを具体化するため
の思考支援ツール、論理的思考力を高めるノ
ート、他者の質問の質を評価する質問レベル
評価演習法等、計画・評価能力育成を狙った
教育システムの要素開発を行ってきた。本研
究では、これらの要素研究の成果を踏まえて、
人材育成方法の暗黙知部分の形式化・標準化
（プロジェクトマネジメントツール化）を目
指した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、学士課程の学生が身につける
べき能力として評価・計画能力に着目し、シ
ステマティックな能力育成方法を実現する
ためのプロジェクトマネジメント手法の構
築を目的とした。また、本目的の下、次の目
標を設定した。 
(1)評価能力育成ツールのプロトタイプ試作 
(2)計画能力育成ツールのプロトタイプ試作 

(3)試作したプロジェクトマネジメントツー
ルの授業への適用性見極め 
 
３．研究の方法 
本研究は、人材育成方法、特に評価・計画
能力という経験に大きく依存する能力の育
成方法を形式化・標準化する点が特徴である。
さらに、評価能力を計画能力に先立つものと
位置づけている。まず「学生が傾聴力と読解
力を駆使して対象を的確に評価するプロセ
ス」をモデル化した。さらに、「学生による
計画立案から評価までのプロセス」をモデル
化し、学生集団の効果的な評価・計画能力の
育成手法をプロジェクトマネジメントツー
ルとして形式化した。分析手段として、プレ
ゼンテーション資料やレポートを対象とす
るテキストマイニングを採用した。 
以下のように、 
(1)評価基準・教示方法の設計（図 1） 
(2)評価基準の共有（図 2） 
(3)評価演習(図 2) 
(4)演習結果の評価基準からの乖離度計測
(5)能力評価 
(6)評価基準・教示方法の改良 
という PDCA サイクルによって教育方法に
おける暗黙知の部分の形式化を行なった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 計画・評価方法の教示用モデル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 評価基準の共有及び評価演習の概念図 
 
４．研究成果 
読解力に着目したプロジェクトマネジメ
ントツールの開発に関しては、2 人一組の学
生から成るグループを複数つくり、 
(1)身近な製品（ここでは文具）を問題解決



（ここでは製品機能の分析及び新規機能の
付加）テーマとして設定 
(2)製品機能分析のために共有させるテンプ
レートの開発（図 3） 
(3)各グループにおいて「計画者（分析者）」
及び「批判者（コメンテータ）」の役割分担
の設定 
(4) 各グループにて5W1H分析の実施（図4）、 
(5)問題分析結果の複数グループ間における
共有（図 5） 
によって、大学生の集団に新たな製品機能の
付加に繋がり得るモデル（図 6）を構築させ
る見込みを得た。 
製品機能分析のためのテンプレートによ
って、複数グループにおいて同一のテーマを
検討させた結果に対して、案出された機能点
数（ノード）や各機能間の相互作用（パス）
等の点数から、各グループの能力を定量的に
評価（図 7）することが可能となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 製品機能分析のためのテンプレート例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 文具を題材とした製品機能の 5W1H 分析の例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 複数グループ間における情報共有の概念図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 製品機能を分析・付加したモデルの例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 2 つのグループによる製品機能分析結果の比
較評価の例 
 
また、特に傾聴力に着目したプロジェクト
マネジメントツールの開発に関しては、100
人程度の中規模人数の授業において、 
(1)受講生が聴講した内容を予め提示された
評価基準（図 1）に従った分解 
(2)階層的な再構築 
(3)全員の講義聴講レポートの受講生間共有 
(4)他の全受講生のレポートの相互評価 
により、多人数評価結果の収束を利用した定
量的評価（図 8）が可能となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図8 評価基準の共有による相互評価結果の収束例 
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